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1. 緒言

低分子 オ イ ノレゲ、ノレ化剤 は、 分子 間水素 結合 な
ど に よ り 自 己集合 し て繊維状の会合体 を形成 し、
フ ァ ンデノレワーノレ ス カな ど の相互作用 に よ り そ

れ ら が 束 に な っ て網 目 状 に絡 ま り 、 そ の 中 に 溶
媒を取 り 込みゲル化 を起 こ す と 考 え ら れ て い る 。
さ ら に、 キラ ル な 低分子オ イ ノレ ゲル化剤 か ら 作

成 し た ゲル を 透過型電子顕微鏡観察す る と 、 繊
維状 の会合体が ら せん を 形成 し て い る 場合 が あ
り 、 ら せん構造が ゲル化 に関与 し て い る と 考 え
ら れ る 。

キ ラ ル な 低分子オ イ ノレゲ、ノレ化剤 で、 あ る L-イ ソ
ロ イ シ ン誘導体 Z-L-Ile-NHC'8H37は、 ジ メ チルス
ノレホ キシ ド 中 でマ イ ク ロ メ ー タ ー サ イ ズ の巨大

な ら せん 状会合体 を形成す る 。 本研究で は、 ジ
メ チル ス ルホ キシ ド が 高 吸湿性 で あ る こ と に 着

目 し、 貧溶媒 と し て の水が ら せん状会合 体 の 形
成 に関与 し て い る と の 作業仮説 を 立 て、 水の添

加 に よ っ て会合体構造の制御を試みた。
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2. 実験方法

溶媒に種々の 極性溶媒 と 水の 混合溶媒 を 用 い
て、 ゲ、ノレ を 作成 し、 透過型電子顕微鏡観察 と 円
偏 光 ス ベ ク トノレ測 定 を 行 っ た。 ま た、 ゲ、ル を 温

度 制御 し、 形成 さ れた会合体の 光学顕微鏡観察
を千子 っ た。

3. 結果と考察

Z-L-Ile-NHC'8H37 は ジ メ チ ル ス ノレホキシ ド と 水

の 混合溶媒 をゲ、ノレ化す る が、 こ のゲ、ル の透過型

電子顕微鏡観察 で は、 ね じれた繊維状会合 体 の
形成が確認 さ れた。 ま た、 純粋な 1 ・プロパノ ー
ルに対す る 最小ゲ、ノレ化濃度(l Omg/llÙ) と 比べ る と 、
低濃度 (2mg/llÙ)で 1- プロパノ ール と 水の混合溶

媒(6:4) を ゲル化 し た。 さ ら に、 溶媒中 の水の含
有 率 を 変 え て 円 偏光 ス ベ ク トノレ測 定 を行 う と 、
水の含有率が 高 く な る に し た が っ て 分子楕 円 率
が増大 し た。

一方、 ジ メ チルス ノレホ キシ ド と 水の 混合溶媒
を 用 いたゲル を 加熱溶解 し、 得 ら れ た 溶 液 を
1 00C/分の速度 で降温 し て640C 付近で放置す る と

左巻 き の ら せん状会合 体 が 形成 さ れ た。 ま た、
ジ メ チルホルムア ミ ド、 ア セトニト リ ノレ、 1 -プロ

パノ ーノレ、 酢酸、 ア ク リ ル酸 な ど の 極性溶媒 と

水の 混合溶媒中 で も 左巻 き の ら せん 状会合体が
形成 さ れ た。 こ れ に 対 し、 D-イ ソロ イ シ ン誘導
体Z-D・Ile-NHC'8H37は種々の溶媒中 で右巻き の ら

せん状会合体 を 形成 し、 会合体 のヘ リ ッ ク ス セ
ン ス は分子の不斉 に 由 来する と 考 え ら れ る 。

さ ら に、 ア ク リ ル酸 中 で ら せん状会合 体 を 形
成 し、 ア ク リ ル酸 を 重合 し た後 も 、 ら せん状会
合体が光学顕微鏡 に よ っ て観察 さ れた。

Fig. Optical micrograph of huge hel i x  of Z-L-Ile-

NHC'8H37in 1-Propanollwater (6:4) x400 

10 


